
或
ろ
…
戦
國
．
武
，
士
．
の
自
ド
叙
傳
へ
中
）

　
　
　
　
　
　
　
1
玉
木
吉
保
の
身
自
鏡
の
研
究
一

文
學
博
士

三
　
　
浦

周
　
　
行

　
　
　
　
数
皆
実
の
突
騰
敵
し
て

　
本
書
の
大
膿
に
亘
っ
て
駁
撃
値
を
批
陣
し
た
私
は
、
こ

れ
よ
り
進
ん
で
種
々
の
方
面
か
ら
梢
詳
し
く
本
書
の
内
容

を
解
説
も
し
製
鋼
も
し
て
見
た
い
ご
思
ふ
が
、
順
序
．
ご
し

て
先
づ
著
者
の
生
立
か
ら
数
育
、
選
奨
、
藝
降
等
を
主
こ

し
て
戦
國
時
代
の
敷
育
史
料
ご
し
て
の
ホ
書
の
考
察
か
ら

始
め
る
こ
ご
、
す
る
Q

　
岡
寺
院
の
敷
育
　
著
者
が
安
藝
の
片
田
舎
な
る
温
井
村

（
廣
島
の
北
）
で
過
湿
の
灘
を
あ
げ
た
の
は
天
文
二
十
一
年

七
月
八
B
で
あ
っ
て
、
皇
室
は
式
微
を
極
、
め
さ
せ
ら
れ
た

後
奈
良
天
皇
の
季
世
に
當
り
幕
府
は
下
剋
上
の
犠
牲
に
な

っ
て
非
業
め
最
後
を
遽
げ
だ
義
輝
將
軍
の
初
期
で
あ
っ

　
　
　
第
翫
谷
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
工
武
士
の
爵
叙
嫁

旋
Q
著
者
に
從
う
ご
、
彼
れ
は
生
れ
て
百
日
の
後
、
醍
父
、

の
幼
名
を
襲
う
て
初
次
九
ビ
命
名
さ
れ
、
十
三
歳
の
正
月

十
一
日
、
圭
君
毛
利
元
就
の
前
で
元
服
を
逮
げ
叉
三
郎
吉

保
ビ
名
乗
つ
た
ご
い
っ
て
居
る
が
、
此
瓢
は
元
鶉
三
年
⊥
ハ

月
十
七
臓
、
時
の
誰
齎
輝
元
か
ら
加
冠
を
許
さ
れ
π
ご
あ

る
家
曲
餓
の
文
書
が
こ
れ
を
裏
」
切
っ
て
居
る
こ
ビ
前
出
早
に
重

い
π
通
り
で
あ
る
。
私
の
研
究
に
擦
る
ご
、
著
者
の
初
陣

は
元
服
も
濟
ま
訟
十
八
歳
の
時
の
事
こ
な
る
が
、
元
服
前

で
も
出
陣
す
る
は
昔
か
ら
武
士
に
有
勝
の
習
で
あ
っ
陀
か

ら
敢
て
怪
む
に
足
ら
訟
。

　
此
時
代
の
敢
育
に
於
け
る
寺
院
め
地
位
は
今
更
言
ふ
迄

も
な
い
こ
ご
で
、
初
等
敷
育
は
一
般
に
そ
こ
で
行
は
れ
、

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
四
一
二
　
（
｝
六
七
）



　
　
　
第
五
雀
　
　
研
　
究
　
　
或
る
織
柄
武
士
の
白
叙
傳

大
名
の
子
弟
さ
へ
毎
叶
登
山
通
學
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

著
者
も
十
三
歳
の
時
勝
樂
寺
ご
い
ふ
眞
言
宗
の
さ
＼
や
か

な
寺
院
に
遣
ら
れ
、
擢
大
儒
都
大
阿
閣
梨
俊
弘
法
師
ご
い

ふ
を
師
匠
こ
し
て
敏
育
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
Q
こ
、
に
彼

れ
が
登
山
入
學
し
て
か
ら
下
山
退
學
す
る
ま
で
前
後
三
年

間
に
修
め
得
π
課
業
を
年
齢
順
に
排
列
し
て
見
る
ご
、

十
三
歳

　
手
習

　
讃
書

十
四
歳

　
手
習

讃
書

十
五
歳

　
手
習

入
學（
い
ろ
は
、
假
名
文
、
漢
宇
）

（
心
経
、
観
音
経
、
庭
訓
往
來
其
他
並
走
物
、

貞
永
式
隅
、
董
子
敷
、
鴬
語
敷
）

（
璽
年
の
記
事
か
ら
推
し
て
漢
字
を
習
っ
た

こ
思
は
れ
る
）

（
論
語
、
和
漢
朗
詠
集
、
四
書
備
嚇
醜
燃
飽
鯨
娼
拗

耽
常
盤
纏
逃
避
五
経
、
ム
ハ
轄
三
略
等
）

（
漢
字
の
草
行
二
膿
を
卒
業
し
て
其
書
に
移

二巴
；聰買

虫匡三5

　
和
歌

　
能
樂

十
六
歳

節
二
號

四
四
　
（
㎜
六
八
）

る
）

（
古
今
和
歌
集
、
萬
葉
集
、
伊
勢
子
語
、
源

民
物
語
、
八
代
集
、
九
代
集
等
）

留
書

退
學

ビ
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
郎
ち
第
7
年
は
手
習
ご
諌
頑
書
ご
の

二
科
で
あ
る
が
、
著
者
は
い
ろ
は
を
五
臼
隠
で
あ
げ
、
清

書
し
て
父
に
示
し
た
こ
い
つ
て
居
る
。
譲
書
の
中
に
心
経

親
書
経
の
め
る
の
は
看
経
の
爲
め
で
、
庭
訓
往
來
其
他
の

往
來
物
や
貞
永
式
目
（
本
書
に
式
定
ε
書
い
て
居
る
は
式

條
即
ち
式
目
の
事
で
あ
る
）
董
子
敢
、
蜜
語
敷
は
文
字
を

畳
え
、
兼
ね
て
俗
用
交
の
交
膿
に
馴
れ
さ
せ
る
駕
め
で
あ

っ
た
ら
う
。

　
第
二
年
に
入
っ
て
始
め
て
漠
籍
が
敷
科
書
こ
な
っ
て
居

る
。
（
朗
詠
は
胴
ご
し
て
）
六
糟
三
賂
は
武
士
の
藪
育
丈
に

意
義
は
あ
る
が
、
寺
院
學
校
の
敷
科
書
ε
し
て
は
ふ
さ
は



し
か
ら
ぬ
戚
が
な
い
で
も
な
い
、
而
か
も
是
等
も
大
戦
意

｝
義
の
解
鐸
よ
り
は
、
寧
ろ
素
讃
を
主
こ
し
π
も
の
で
あ
ら

》
り
。

　
第
三
年
に
は
和
歌
國
交
℃
付
し
た
も
の
が
鍛
科
書
ご
な

っ
て
居
り
、
和
歌
や
蓮
歌
の
一
般
智
識
を
輿
ふ
る
ご
共
に

作
歌
法
ま
で
も
授
け
だ
も
の
ご
発
え
る
。
其
頃
の
歌
こ
し

て
著
者
は

　
　
　
翻
春
早
梅
ε
い
ふ
心
か

　
春
蒔
か
ら
ふ
ろ
糠
雪
の
匂
ひ
か
ば
梅
の
花
散
る
滋
の
眞
砂
地

　
　
　
夏
　
の
　
歌

　
鳴
か
ミ
よ
れ
蝿
わ
ひ
し
き
夏
の
夜
の
心
い
ら
れ
の
ほ
亡
・
き
す
か
な

　
　
　
秋
　
の
　
歌

　
秋
の
夜
の
名
高
き
空
の
遷
し
ろ
に
木
々
の
棺
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

　
　
　
冬
　
の
　
歌

　
ふ
り
つ
く
し
雪
葎
嵐
の
吹
ほ
ら
ひ
松
の
み
ざ
り
に
長
め
善
・
に
け
り

以
上
数
首
を
繋
げ
て
居
る
。
能
樂
は
一
種
の
遥
遥
ビ
は
い

へ
又
高
爾
な
る
趣
味
の
一
で
あ
っ
て
、
「
若
侍
の
嗜
に
ご

轟
々
誌
面
へ
る
は
添
次
第
也
」
ご
著
者
も
言
っ
て
居
る
。

　
　
　
第
、
五
巻
　
研
究
　
或
る
職
國
武
士
の
爵
叙
傳

　
斯
標
に
學
年
の
…
進
む
に
つ
れ
敏
科
書
の
改
っ
て
行
く
こ

こ
ろ
に
寺
院
敏
育
家
の
用
意
が
窺
は
れ
る
。
里
民
ビ
し
て

の
普
通
學
の
智
識
ご
常
識
ざ
を
與
へ
る
爲
め
に
独
來
物
を

初
め
に
授
け
た
こ
ご
、
特
に
漢
籍
の
カ
を
附
け
た
後
に
國
、

文
和
歌
を
敷
へ
て
居
π
こ
ご
な
ざ
は
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
数
學
が
、
つ
た
も
の
、
鍛
科
冒
に
漏
れ
て
居
る
こ
ご

は
實
用
的
に
も
著
し
い
歓
隔
こ
い
へ
る
が
、
僧
徒
こ
し
て

は
除
儀
な
い
事
で
あ
っ
た
ら
う
。
著
者
は
學
業
の
ひ
ま

ぐ
に
除
技
ε
し
て
讐
術
を
も
學
ん
だ
。
其
事
は
下
に
蓮

べ
る
。
叉
看
経
用
こ
し
て
最
初
か
ら
心
経
、
一
昔
経
を
授

け
ら
れ
た
こ
ご
は
寺
院
敷
育
の
一
つ
の
特
色
こ
い
へ
る
」

　
著
者
は
其
寺
院
生
活
を
細
か
に
書
き
こ
め
て
居
る
が
、

そ
れ
に
擦
る
ビ
、
毎
朝
早
く
旧
き
で
手
水
を
使
ひ
髪
を
結

う
て
先
づ
本
堂
に
墾
り
心
緒
を
禮
暗
し
、
そ
れ
か
ら
梵
天

帝
羅
四
大
天
王
を
始
め
下
界
の
鎭
守
主
位
の
奪
露
等
に
廻

向
ず
る
を
日
課
ざ
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
當
時

の
武
士
が
少
年
の
頃
か
ら
知
ら
す
識
ら
す
其
信
仰
を
禮
得

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
一
　
號
　
　
　
　
　
四
五
　
　
（
一
六
九
）



　
　
　
第
五
，
巷
　
　
研
　
究
　
　
或
δ
三
州
武
士
の
爵
叙
鯨

し
づ
、
あ
っ
元
径
路
も
窺
ば
れ
や
う
。

　
著
者
は
又
藪
授
法
の
嚴
格
で
あ
っ
た
こ
ご
に
つ
い
て
も

次
ぎ
の
如
く
遽
懐
し
て
居
る
。
八
歳
の
條
に
は

　
　
朝
食
終
レ
ハ
楊
枝
ヲ
遣
、
ウ
カ
イ
シ
テ
、
髪
ヲ
結
ヒ

　
　
衣
裳
刷
ヒ
、
．
静
軍
砥
ノ
短
歌
ノ
如
ク
、
’
身
ヲ
都
田
ミ
、
机

　
　
ヲ
立
、
墨
ヲ
摺
、
終
〃
日
迄
手
習
シ
テ
、
日
モ
タ
陽
二

　
　
傾
ケ
バ
、
骨
堂
同
シ
ロ
グ
、
」
蹄
匠
ノ
日
ご
一
画
脚
ル
ニ
、
　
一
心

　
　
不
餓
二
等
ヒ
タ
ル
時
ハ
、
　
一
段
榊
妙
ナ
ン
ト
春
メ
、

　
　
疎
學
不
用
之
晴
ハ
、
杖
ヲ
以
テ
被
打
、
追
籠
プ
ル
・

　
　
時
モ
有
、
劔
叉
．
零
ニ
モ
成
ケ
レ
ハ
、
螢
雪
ノ
光
ヲ
カ

　
　
・
ケ
鱒
7
堂
購
ヲ
凶
誤
、

諏
の
歳
に
は

　
　
朝
ニ
ハ
朝
水
ヲ
取
テ
橡
ノ
傍
二
そ
、
師
匠
二
墾
セ
、

　
　
タ
ニ
の
洗
足
ヲ
催
而
、
廊
ノ
際
二
畏
ソ
、
心
ヲ
盤
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
テ

　
　
身
ヲ
砕
、
師
範
ノ
奉
公
不
淺
、
弟
子
去
毛
尺
一
師
影

　
　
不
可
踏
ト
申
候
ヘ
ハ
、
指
話
敬
無
極
岩
窟
、
書
夜
営

　
　
學
ス
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
、
至
徳
愚
鈍
二
而
、
所
學
淺
シ

　
　
　
　
　
　
第
・
二
心
　

四
六
（
一
七
〇
）

是
等
の
記
事
は
寺
院
在
學
時
代
．
の
著
者
に
依
っ
て
孝
滋
や

師
道
の
嚴
守
さ
れ
て
居
っ
た
こ
と
、
刻
苦
画
筆
夜
を
以
て

疑
に
織
ぎ
、
．
而
か
も
謙
遜
に
し
て
從
順
で
あ
っ
だ
一
班
が

窺
は
．
れ
る
。
寺
院
に
肢
容
さ
れ
て
慈
悲
深
い
癖
直
に
薫
陶

さ
れ
る
少
年
が
昔
ス
パ
ル
タ
の
藪
育
に
も
似
た
手
嬉
し
い

鞭
韓
を
受
け
つ
、
あ
っ
た
こ
は
柳
か
意
思
外
の
威
も
す
る

が
、
初
等
敷
育
の
見
地
か
ら
い
へ
ば
張
ち
珊
瑚
ε
い
は
れ

ま
い
。
斯
く
て
あ
ら
ゆ
る
嶽
難
敏
乏
に
堪
へ
得
る
修
練
は

既
に
業
に
入
學
第
一
年
よ
り
養
は
れ
つ
、
あ
っ
だ
。
學
科

目
の
配
當
が
所
謂
護
み
書
き
の
徳
用
的
方
面
に
傾
い
て
居
、

た
上
に
、
精
紳
的
方
面
を
も
閑
却
し
な
い
で
、
昂
性
の
陶

冶
に
相
當
用
意
の
厚
か
つ
だ
を
認
め
濾
課
に
は
行
く
ま

い
Q
　
師
弟
の
間
に
ま
っ
は
る
や
さ
し
く
も
叉
う
る
は
し
い
情

緒
は
著
者
が
下
山
後
も
恩
師
の
示
寂
後
も
門
々
ざ
し
て
絶

え
な
か
っ
た
。
勝
樂
寺
の
後
住
ご
な
っ
た
俊
賀
が
、
揖
世

の
望
は
あ
り
な
が
ら
慰
撫
も
な
く
、
前
立
の
敷
へ
子
た
る



著
者
を
葱
て
家
た
時
、
人
々
を
語
ら
ジ
て
花
々
し
く
傳
法

灌
頂
を
行
は
せ
、
昔
の
師
恩
に
報
い
だ
こ
ビ
が
二
十
一
歳

の
條
に
見
え
る
Q

　
嵩
、
家
庭
の
敏
育
　
ご
い
っ
て
も
別
段
一
定
の
三
尉
の

下
に
除
忍
な
く
さ
れ
て
の
事
で
は
な
く
、
武
士
の
塞
務

（
卿
役
目
）
の
除
暇
に
一
隷
の
遊
戯
ざ
し
て
行
っ
た
に
過
ぎ

ぬ
の
は
著
者
が
下
山
の
年
の
記
事
に
於
て
「
此
二
三
ヶ
年

・
在
寺
シ
テ
窮
屈
…
ナ
ソ
ケ
レ
バ
、
暫
ク
A
甲
休
息
ケ
ル
」
こ
い

っ
て
、
弓
馬
蹴
鞠
を
翫
ん
だ
こ
ご
を
載
せ
、
叉
十
八
歳
の
時

「
御
、
役
h
日
モ
盛
甜
リ
ケ
レ
バ
色
々
ノ
遊
一
＝
7
曲
暮
シ
ケ
ル
」
ビ
い

っ
て
書
滋
、
假
名
遣
、
蓮
歌
を
習
つ
だ
こ
ざ
を
書
い
て
屑

る
の
で
も
知
れ
や
う
。
、
而
か
も
下
山
の
年
に
、
奪
の
遊
ざ

し
で
毎
夕
集
っ
て
小
的
を
射
、
叉
馬
術
を
稽
古
し
た
の
は

武
士
だ
け
に
研
学
弓
馬
め
遽
を
先
に
し
た
も
の
で
、
遊
戯

ご
は
い
へ
．
意
義
が
あ
る
。
著
者
は
又
弓
に
づ
い
て
莫
名
や
・

材
料
及
び
朋
を
説
明
し
、
馬
に
つ
い
て
種
々
の
乗
レ
方
を

・
畢
け
、
蹴
鞠
も
共
心
得
に
つ
い
て
め
飛
鳥
井
殿
知
袋
の
歌

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
或
る
職
漁
武
士
の
掬
叙
傳

を
牧
め
て
居
る
。
蓮
歌
に
つ
い
て
は
其
熊
野
か
ら
書
替
の

大
概
を
．
説
い
て
紹
巴
が
天
正
十
七
年
に
閥
…
臼
豊
臣
秀
次
に

上
つ
π
ε
い
ふ
歌
式
目
を
抄
鋒
し
、
假
名
言
に
つ
い
て
建

家
の
そ
れ
を
簡
軍
に
し
た
や
う
な
も
の
を
載
ぜ
て
居
る
。

　
二
十
歳
の
時
に
は
世
上
が
豊
か
で
あ
っ
た
爲
め
、
著
者

は
彼
方
此
方
の
振
舞
茶
湯
な
ご
取
持
つ
た
こ
い
っ
て
料
埋

法
を
載
せ
て
居
る
。

　
　
夫
料
理
噸
翻
味
野
禽
シ
キ
｛
畢
、
天
地
關
四
初
シ
ヨ
リ
’
五
盤

　
　
五
輪
ト
テ
地
水
火
風
塞
、
五
色
二
舜
踏
青
黄
赤
臼
黒

　
　
也
、
此
五
色
期
春
夏
秋
冬
土
用
也
、
酷
苦
甘
辛
破
此

　
　
五
味
以
、
天
地
之
間
有
生
非
生
二
至
難
不
賞
ト
云
フ

　
　
コ
ト
ナ
シ
、
増
学
人
逆
調
五
昧
一
ニ
ヅ
〃
・
事
ナ
シ

　
　
先
初
春
ノ
元
H
ニ
モ
青
謄
ヲ
ス
ル
コ
ト
、
春
野
青
墨

　
　
木
色
落
柔
形
ト
グ
青
ク
酷
キ
ゴ
ト
本
也
。

ご
い
ふ
を
序
言
ε
し
て
、
四
季
ビ
ウ
み
＼
の
料
理
の
慮
立

か
ら
調
味
法
ま
で
詳
し
く
書
き
立
て
、
あ
る
中
に
は
料
理

物
語
な
ざ
に
見
え
π
の
こ
も
蓬
っ
て
珍
料
理
も
あ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
七
　
（
一
七
一
）



　
　
　
第
五
巻
　
研
究
　
贈
る
職
國
武
士
の
自
叙
傳

い
が
、
最
後
に
「
右
是
潮
田
含
料
理
に
て
む
か
し
き
事
由
」

ε
断
っ
て
あ
る
は
除
儀
な
い
こ
ご
で
あ
ら
う
。
（
料
理
に
關

漬
し
て
二
十
六
歳
の
條
に
合
食
禁
の
歌
が
載
っ
て
居
る
）

茶
湯
に
っ
て
は
此
條
に
は
其
記
事
が
な
い
け
れ
ご
も
、
四

十
九
歳
の
條
に
は
、
著
者
が
大
阪
に
接
て
或
る
茶
人
に
質

し
た
茶
禮
に
卜
す
る
聞
書
が
あ
・
る
Q
當
時
都
鄙
を
問
は
す

武
士
の
間
に
玉
葱
昧
の
普
及
し
て
居
だ
こ
ご
の
見
ら
る
、

一
資
料
で
あ
る
。

　
著
者
が
其
下
出
後
二
十
歳
ま
で
に
家
庭
に
め
ワ
て
學
ん

だ
こ
ビ
は
寺
院
敷
育
の
補
習
ご
見
る
べ
き
書
道
、
名
馬
、

假
名
遣
の
外
、
武
士
こ
し
て
の
身
心
鍛
練
に
効
あ
る
二
三

の
武
技
や
肚
交
的
で
も
あ
）
叉
實
用
的
で
も
あ
っ
た
茶
湯

，
料
理
等
で
あ
っ
淀
。
何
事
に
つ
け
研
究
3
6
に
富
ん
だ
著
者

は
其
遊
戯
三
味
ビ
し
た
是
等
の
技
能
に
黒
し
て
も
割
合
に

眞
鳥
撃
で
あ
っ
淀
ら
し
く
見
え
る
が
、
心
底
寺
院
時
代
程

の
緊
張
は
望
れ
ぬ
。
要
す
る
に
武
士
ざ
し
て
入
間
ご
し
て

必
要
多
く
べ
か
ら
ざ
る
基
礎
的
智
識
は
彼
れ
が
在
山
三
箇

　
　
　
　
　
　
　
箏
二
號
　
　
　
四
八
　
（
一
七
二
）

年
の
問
に
授
け
ら
れ
た
も
の
ざ
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
著
者
は
本
書
の
は
し
が
き
の
後
に
自
ら
其
異
名
を
列
与

し
て
居
る
中
に
「
盛
名
是
塞
、
蓮
歌
名
繋
累
、
醤
名
僑
眞
」

ビ
い
ふ
の
が
あ
る
。
こ
れ
著
者
が
蜥
三
つ
の
道
に
か
け
て

多
少
自
信
の
あ
っ
だ
こ
ご
を
ほ
の
め
か
す
も
の
で
あ
る
）

就
中
聖
歌
は
彼
れ
が
登
山
後
音
師
に
就
い
て
手
解
を
受
け

家
庭
に
果
て
も
点
心
に
米
点
し
だ
も
の
ら
し
い
。
軍
術
も

在
山
中
に
彼
れ
の
授
か
っ
た
往
來
物
の
中
、
例
へ
ば
尺
素

往
來
な
ざ
に
は
悪
難
瀧
藥
及
び
工
特
藩
学
の
一
班
を
示
し

て
居
る
が
、
彼
れ
の
告
自
に
濯
う
ご
、
共
師
匠
が
此
時
代

に
有
勝
な
僧
に
し
て
醤
を
兼
ね
た
人
で
あ
っ
た
凄
め
朝
夕

の
ひ
ま
み
＼
に
激
つ
だ
も
の
で
あ
る
。
五
十
歳
の
條
に

　
　
醤
道
ノ
事
、
量
ノ
時
、
手
習
ノ
師
匠
名
・
醤
ニ
ラ
有
ケ

　
　
レ
バ
、
朝
タ
ノ
漫
々
二
醤
學
シ
、
脹
ナ
ド
取
試
ミ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
コ

　
　
ソ
、
奉
公
叩
鉦
鱒
寸
暇
ケ
レ
バ
、
入
∵
二
言
ナ
ド
放
ス
事

　
　
高
等
、
唐
行
ノ
會
騨
、
η
〈
ハ
身
モ
老
ケ
レ
バ
、
用
藥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ト

　
　
ノ
爲
一
篇
ヲ
専
二
道
ト
ス
ル
也
．
醤
不
レ
及
一
一
三
世
一
不



　
　
〆
用
一
典
藥
…
有
レ
ハ
、
〔
在
京
へ
大
阪
に
滞
在
し
た
こ

　
　
ご
）
ノ
次
二
、
、
＋
口
軽
堂
…
流
北
ハ
山
家
傳
ノ
秘
方
ヲ
傳
へ
、

　
　
療
治
ヲ
専
ド
ス
ル
也
、
玉
名
ヲ
ハ
儒
眞
ト
ソ
云
ケ
ル

　
　
法
名
似
心
ト
云
、
其
聲
ヲ
借
レ
字
謹
ハ
違
ヌ
レ
共
如

　
　
此
、
儒
ハ
虚
、
眞
二
黒
ト
云
心
墨
、
虚
々
黒
々
ノ
分

　
　
別
也
、
爾
深
旨
ハ
筆
言
ノ
外
二
有
之
。

ご
い
っ
て
》
一
廉
の
偉
者
に
な
り
す
ま
し
て
居
る
。
次
に

彼
れ
は
其
大
阪
の
旋
宿
の
隣
に
居
つ
π
法
華
の
長
老
ご
謹

驚
…
の
用
に
つ
い
て
奇
抜
な
る
問
答
を
重
ね
た
こ
ご
を
書
き

又
藥
の
特
効
を
詠
み
こ
ん
だ
論
難
性
や
脈
の
事
を
詠
ん
だ

歌
叢
書
を
載
せ
で
居
る
。
殊
に
其
五
十
九
歳
の
條
に
載
せ

た
彼
れ
の
醤
文
車
輪
書
ご
題
す
る
戯
作
は
父
に
お
く
れ
た

園
居
の
筆
す
さ
び
で
あ
っ
て
慶
長
六
年
の
自
序
の
あ
る
も

の
で
あ
る
が
、
筋
，
は
心
氣
佐
勢
齋
（
病
）
の
蜂
遡
を
藪
警
守

自
署
（
轡
）
が
征
伐
す
る
職
孚
を
書
い
π
も
の
で
、
各
種
の

疾
患
に
劃
す
る
調
症
療
法
を
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

汐
時
に
於
け
る
馨
術
の
嚢
達
を
窺
ふ
に
屈
強
の
資
料
で
あ

　
　
　
箏
五
巻
　
研
究
　
贈
る
職
國
武
士
の
膚
叙
傳

る
。
．
易
㎝
に
つ
い
て
も
、
著
者
が
在
山
中
一
ε
わ
た
り
の
豫

備
智
識
は
得
だ
ら
う
が
、
叫
十
歳
の
條
に
煎
る
ご
、
彼
れ

は
大
阪
に
滞
在
中
是
露
な
る
儒
者
に
逢
う
た
の
を
幸
ひ
、

易
の
傳
授
を
受
け
て
其
研
究
慾
を
満
た
し
た
の
で
あ
る
Q

彼
れ
の
易
名
の
是
空
が
察
雷
撃
色
、
々
則
是
室
に
取
っ
た

こ
ご
、
孔
子
の
四
十
五
の
時
に
易
を
傳
へ
ら
れ
た
例
に
傲

っ
て
評
議
傳
授
を
受
け
だ
こ
ご
な
ざ
何
れ
も
彼
れ
良
身
班

明
し
て
居
る
事
實
で
あ
る
。

　
其
他
四
十
二
歳
の
條
に
は
単
安
遷
都
の
初
か
ら
京
の
廣

さ
、
さ
て
は
帯
解
…
嶺
の
町
名
よ
り
歴
史
｛
學
脚
貰
の
超
b
六
十

六
國
の
國
名
な
ざ
を
書
き
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
後
者
は

當
時
一
般
の
詩
史
智
識
の
基
礎
こ
な
っ
て
居
た
年
表
の
抄

録
ご
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
9

ご
術
ほ
三
十
歳
の
條
か
ら
著
者
が
毛
利
家
の
頷
内
の
槍
地

に
關
係
し
だ
こ
ご
が
見
え
、
四
十
歳
の
條
か
ら
掘
方
の
奉

行
を
承
っ
た
こ
ご
が
見
え
る
Q
是
等
は
数
學
の
素
養
な
く

て
は
全
う
し
難
き
任
務
で
あ
る
こ
ご
言
ふ
ま
で
も
な
い
ρ
「

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
九
　
（
｝
七
三
）



　
　
　
第
五
巻
　
隣
究
、
　
或
ろ
戦
國
武
士
の
慮
叙
傳

三
十
歳
の
條
に
、
槍
地
、
に
於
て
田
地
の
等
級
を
定
む
る
こ

ご
を
始
め
凪
積
、
田
租
等
の
事
を
説
肌
し
て
居
る
ビ
こ
ろ

は
ヒ
れ
を
讃
し
て
除
り
が
あ
る
。
こ
れ
恐
れ
ら
く
著
者
の

自
修
ご
経
験
ご
に
依
っ
て
得
た
智
識
で
あ
ら
う
。
彼
田
地

の
段
大
中
小
の
定
が
聖
遷
歩
こ
な
つ
起
こ
ご
を
「
太
閤
機

ノ
藍
田
ヅ
畝
フ
ミ
ニ
成
也
し
ざ
い
っ
て
居
る
の
は
通
説
で

は
あ
る
が
、
其
華
墨
を
去
る
こ
ご
遠
ら
ざ
る
記
録
だ
け
に

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
戦
史
の
史
料
芒
し
て

　
著
者
は
一
生
の
中
に
幾
度
か
建
仁
に
臨
み
「
、
死
生
の
巷

に
出
入
し
た
か
ら
、
身
自
力
に
載
せ
て
居
る
記
事
に
は
從

來
の
職
史
を
補
ふ
べ
き
も
の
が
多
い
。
著
者
の
初
陣
は
濃

緑
十
二
年
で
あ
っ
π
。
當
時
毛
利
は
中
身
唯
一
の
雄
藩
ご

し
て
勢
力
の
維
頂
．
黙
に
達
し
、
是
歳
元
就
は
更
に
吉
川
元

春
、
小
早
川
隆
景
の
爾
將
に
大
兵
を
授
け
て
海
を
渡
り
大

友
を
攻
め
さ
せ
、
元
就
立
身
も
進
ん
で
赤
馬
關
に
陣
取
り

其
意
氣
將
に
九
州
を
呑
ま
ん
ビ
し
た
。
閏
五
月
に
は
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
〇
　
（
一
七
，
四
）

も
堅
固
の
立
花
城
も
落
ち
て
大
友
の
旗
色
が
わ
る
い
。
大

友
こ
し
て
は
如
何
な
る
犠
牲
を
沸
ふ
も
此
．
大
敵
を
喰
ひ
止

め
ね
ば
な
ら
漁
。
著
．
者
は
「
罷
時
毛
利
の
宿
敵
で
あ
っ
た
尼

子
の
…
遺
臣
山
中
聖
慮
が
、
蕎
士
⊥
勝
久
を
奉
じ
て
兵
を
燥
げ

た
こ
ざ
や
、
備
前
の
宇
喜
多
直
家
が
心
墨
り
し
て
備
中
を

攻
め
、
備
後
の
離
弁
が
阿
讃
の
兵
を
催
し
て
紳
邊
城
に
入

り
、
更
に
豊
後
か
ら
は
大
内
、
輝
弘
が
海
を
渡
っ
て
周
防
山

口
に
打
入
っ
た
爲
め
毛
利
の
九
州
侵
入
軍
の
引
解
し
π
こ

ご
な
ざ
を
指
摘
し
て
居
る
。
是
等
の
反
毛
利
側
の
時
を
同
．

じ
う
し
て
起
つ
た
中
に
は
無
論
大
友
ご
牒
し
合
せ
て
毛
利

の
虚
を
嬉
い
た
も
の
も
あ
る
。
特
に
輝
弘
の
奇
襲
は
毛
利

方
の
牽
繋
運
動
こ
し
て
恐
ら
く
豫
期
以
上
に
奏
効
し
た
も

の
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ご
彼
れ
の
手
兵
は
防
長
の
浪
入
や
九

州
浪
人
さ
て
は
豊
後
の
町
人
等
四
五
百
人
ご
御
母
書
に
見

え
る
が
如
く
、
元
就
の
一
半
の
下
に
急
い
で
引
揚
げ
た
元

亨
の
大
軍
に
拮
抗
す
べ
き
筈
も
な
く
、
十
月
三
十
一
日
の

富
海
の
戦
に
敗
れ
て
茶
臼
山
の
露
ビ
溝
え
だ
o



　
著
者
は
是
時
安
藝
か
ら
十
五
歳
以
上
六
十
歳
以
下
の
も

の
を
挙
り
催
し
て
千
虎
（
秀
包
）
を
大
將
ざ
し
，
富
海
に
攻
め

寄
せ
た
三
萬
女
運
に
加
は
り
、
疲
馬
に
鞭
っ
て
人
並
み
に

田
陣
し
戦
場
に
て
は
風
向
右
近
ご
い
ふ
敬
ビ
渡
り
合
っ
て

勝
利
を
得
元
こ
ご
を
述
べ
て
、

　
　
予
先
テ
キ
ガ
ク
・
グ
行
ヶ
ル
威
二
、
ト
ノ
・
・
、
ノ
馬
騎
ノ

　
　
前
ニ
タ
佐
向
右
近
ト
砂
摺
二
名
乗
相
、
追
ッ
返
ッ
合

　
　
…
戦
ス
、
右
近
ハ
大
ゾ
田
刀
ニ
テ
、
ふ
刀
モ
m
独
シ
、
・
身
【
ハ
一
樹

　
　
年
ナ
レ
バ
、
手
柄
ノ
非
レ
可
レ
及
、
併
運
ハ
在
ソ
天
ニ

　
　
ト
患
ヒ
、
太
力
ヲ
℃
シ
ー
ト
打
合
ス
、
右
近
が
刀

　
　
伸
長
メ
精
…
在
り
、
以
テ
開
ヲ
チ
ヨ
ウ
ト
打
慮
ヲ
、
乾

　
　
ト
背
ヶ
テ
、
七
重
ノ
雅
ノ
太
刀
ノ
位
ヲ
以
グ
、
中
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ン

　
　
梯
ケ
レ
バ
、
右
近
が
雨
膝
直
ン
｝
切
テ
倒
ス
、
帥
首

　
．
ヲ
取
ニ
グ
頸
ヲ
打
落
ン
ト
シ
ケ
ル
虚
二
、
味
方
跡
ヨ
ヲ

　
　
襲
來
・
グ
、
我
ヲ
取
ク
刎
除
、
数
多
ノ
勢
二
頸
ヲ
バ
奪

　
　
タ
フ
、
旦
鵡
剛
川
著
輩
ノ
故
・
也
ト
鰹
餅
曲
ソ
立
タ
ソ
ケ
ル
○

定
花
々
し
い
初
陣
の
有
様
が
手
に
取
る
如
く
に
書
か
れ
て

　
　
　
第
玉
“
谷
　
　
務
　
究
　
　
－
或
る
職
國
武
士
の
冷
叙
憾

居
る
。

　
斯
く
で
敵
の
侵
入
軍
は
一
ご
揉
み
に
も
み
消
さ
れ
た
も

の
＼
．
、
此
美
食
に
測
ら
す
も
是
迄
保
護
色
に
隠
れ
て
居
た

反
毛
利
側
の
色
彩
が
鮮
明
に
な
っ
て
似
て
、
き
な
が
ら
欧

洲
の
バ
ル
カ
ン
に
も
似
た
備
播
作
諸
藩
の
形
勢
は
毛
利
の

玉
璽
を
許
さ
な
「
い
こ
ざ
が
知
れ
、
加
之
毛
利
に
取
っ
て
恐

る
べ
き
新
手
の
大
敵
さ
へ
現
れ
た
。
そ
れ
は
外
な
ら
ぬ
織

田
信
長
で
あ
る
．
信
長
は
其
準
備
時
代
こ
そ
つ
ビ
め
で
さ

b
げ
な
き
風
を
装
ひ
、
山
中
鹿
下
等
に
も
表
面
は
無
情
宅

し
て
居
た
も
の
、
，
、
西
方
経
螢
の
手
が
延
び
れ
ば
延
び
る

程
、
時
の
問
題
で
あ
っ
た
毛
利
こ
の
衝
突
が
次
第
に
露
骨

に
な
っ
て
家
た
。
彼
れ
が
バ
ル
カ
ン
の
小
邦
に
も
比
す
べ

き
諸
豪
族
を
巧
に
繰
っ
て
毛
利
に
裏
切
ら
せ
つ
．
、
、
歩
…

歩
其
地
歩
を
踏
み
し
め
て
敵
の
足
下
に
近
づ
い
て
行
つ
π

こ
ご
は
毛
利
に
取
っ
て
一
大
脅
威
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

掲
て
、
加
へ
て
元
亀
二
年
竈
元
就
が
卒
し
た
。
、
爾
川
の
三

元
支
持
が
其
崩
壊
を
免
れ
川
得
さ
せ
た
ビ
い
へ
、
毛
利
φ
家

　
　
　
　
　
　
策
二
階
　
　
　
・
五
一
　
（
一
七
主
）



　
　
　
第
五
谷
　
研
究
　
或
る
職
國
武
士
の
自
叙
簿

蓮
の
漸
く
下
坂
に
な
っ
て
來
た
こ
ご
は
否
む
こ
ご
が
出
來

な
い
。
著
者
無
心
の
記
述
に
も
、
毛
利
の
影
の
薄
れ
行
く

跡
が
可
な
駆
に
能
く
現
れ
て
居
る
〇

　
十
七
歳
の
條
に
は
戦
野
二
年
⊥
八
月
十
四
臼
元
就
の
卒
去

の
記
事
を
承
け
て
千
人
許
の
宇
喜
多
勢
の
楯
寵
つ
た
備
前

備
中
の
難
境
な
る
松
島
城
を
隆
景
の
攻
撃
し
た
こ
ε
が
見

え
る
ウ
當
時
吉
田
か
ら
涙
遣
さ
れ
だ
後
詰
の
軍
勢
に
加
は

つ
た
著
者
は
松
島
城
の
要
害
堅
固
で
あ
っ
た
こ
ご
を
説
い

て　
　
彼
松
島
ト
申
城
ハ
、
四
方
ハ
大
沼
ラ
グ
、
其
興
中
二
、

　
　
高
ナ
十
型
除
、
廣
サ
三
町
許
、
長
ナ
五
町
程
ノ
山
也
、

　
　
九
ニ
ッ
在
、
北
方
ノ
九
ヲ
城
二
誘
｝
へ
、
大
堀
一
．
烹
里
ホ

　
　
ソ
、
．
練
築
地
ヲ
ッ
キ
、
所
々
山
高
櫓
ヲ
上
ケ
簑
子
ヲ

　
　
結
、
逆
木
ヲ
引
、
内
ニ
ハ
究
覧
ノ
烏
鷺
籠
レ
ソ
、
傳

．
　
聞
手
ノ
焚
丁
張
良
、
日
本
ニ
ク
ハ
次
信
忠
信
排
慶
愚

　
　
清
成
共
打
入
ヘ
キ
…
棲
ハ
ナ
カ
リ
ヶ
ソ
、
又
南
方
ノ
九

　
　
ハ
本
城
ヨ
ソ
モ
ー
ハ
イ
大
也
、
夫
迄
大
沼
ニ
ハ
、
近

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
五
二
　
　
（
｝
七
六
）

　
　
方
ノ
家
ヲ
壊
テ
、
五
木
ヲ
寄
セ
テ
、
大
滋
ヲ
作
り
、

　
　
尾
頭
ノ
九
ヲ
御
陣
二
言
召
、
昧
方
ノ
我
ト
思
フ
者
先

　
　
懸
メ
遜
ミ
ケ
ソ
～

　
　
呈
！
♂
　
　
　
　
，
7
r

こ
い
ひ
、
こ
、
に
て
も
又
一
人
の
強
敵
ご
渡
り
合
う
た
こ

ビ
を
述
べ
て
居
る
Q
此
松
島
城
は
櫨
木
曽
長
等
の
至
難
つ

π
備
中
國
阿
賀
郡
（
今
阿
哲
郡
）
中
津
弁
村
の
佐
弁
田
城

（
齋
面
こ
も
才
田
こ
も
書
く
）
の
事
で
あ
ら
う
。
陰
徳
太
二

二
に
も
此
城
に
つ
い
て
出
城
堅
固
の
地
と
い
っ
て
居
る
。

毛
利
が
元
就
の
卒
去
後
三
月
も
た
、
ぬ
う
ち
に
早
く
も
兵

を
出
し
た
の
は
駈
謂
弔
合
戦
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
其
目
的
は
毛
利
の
九
州
陣
か
ら
暴
露
さ
れ
た
不
利
な

る
新
形
勢
の
鵯
周
策
こ
し
て
、
先
づ
宇
喜
多
方
ご
な
っ
た
・

備
中
國
人
の
艶
言
に
取
り
か
、
つ
た
の
で
あ
る
。
寄
手
は

宇
喜
多
方
の
後
詰
に
あ
っ
て
一
時
苦
戦
に
眠
っ
た
け
れ
ざ

も
、
遽
に
城
を
ば
乗
り
取
つ
π
が
、
明
年
二
月
宇
喜
多
ビ

の
和
議
が
出
軍
て
一
先
づ
攻
撃
の
手
を
牧
め
た
◎

　
著
者
が
十
九
歳
の
條
に
「
備
前
ノ
宇
喜
多
素
表
裏
ノ
表



ナ
レ
バ
、
種
々
懇
望
メ
亦
和
軍
メ
、
馬
ヲ
ツ
ナ
ク
し
ご
い

っ
て
居
る
の
は
實
は
二
十
一
歳
の
時
の
事
で
め
る
。
爾
ほ

流
家
の
和
を
講
ふ
に
至
っ
た
心
事
を
掃
摩
し
て
「
備
中
ノ

一ご

ｺ
ヲ
塚
山
し
ナ
ソ
」
こ
い
ひ
、
備
中
國
松
山
城
主
三
村
斜

面
を
伐
た
ん
爲
め
こ
し
て
居
る
著
看
の
見
解
に
も
私
は
同

意
す
る
こ
ご
が
出
來
ぬ
。
私
は
直
家
の
最
ハ
意
が
其
隣
國
の

宿
敵
播
磨
國
天
紳
山
城
主
浦
上
宗
景
に
劃
す
る
自
衛
策
に

外
な
か
っ
だ
ら
う
ご
思
ふ
も
の
で
あ
る
。
信
長
の
中
腎
進

田
の
魔
の
手
は
其
…
關
門
ど
も
い
ふ
べ
き
播
磨
に
延
ば
さ
れ

で
天
正
元
年
十
一
刀
宗
国
の
請
ふ
が
ま
、
に
同
國
の
外
、

備
前
美
作
ま
で
の
朱
印
が
場
景
に
鵠
で
た
こ
聞
い
た
彼
れ

ば
、
信
長
を
怨
む
こ
ご
の
深
い
だ
け
、
早
晩
同
一
の
運
命

に
廻
か
合
す
べ
き
毛
利
ご
握
手
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
此
頃
主
命
を
奉
じ
て
、
上
方
の
偵
察
の
爲
め
に
上
洛

し
た
毛
利
方
の
言
換
寺
穿
下
が
先
見
に
富
ん
だ
十
二
月
十

二
日
附
の
手
紙
に
は
、
彼
れ
が
同
じ
年
の
暮
に
蹄
途
岡
山

を
渦
…
つ
て
直
家
に
面
…
謁
し
、
播
磨
…
廣
瀬
へ
出
兵
の
打
合
を

　
　
　
策
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
職
國
武
士
の
自
叙
鯨

し
た
こ
ご
が
見
え
て
居
る
。
而
か
も
宗
景
は
敵
の
機
先
を

制
し
て
、
璽
二
年
四
月
我
か
ら
進
ん
で
兵
を
出
だ
し
、
颪

家
ご
戦
を
交
へ
て
途
に
岡
山
に
迫
っ
た
，
此
宇
喜
多
一
家

の
浮
沈
問
題
の
前
に
は
、
　
一
三
村
の
興
腰
の
如
き
は
も
ご

よ
り
歯
牙
に
挫
く
る
に
足
ら
な
か
っ
た
こ
ご
言
ふ
迄
も
あ

　
　
・
　
O

る
↓
ま
㌧

　
さ
り
な
が
ら
三
村
樹
宇
喜
多
、
毛
利
の
嘔
合
ひ
が
中
國

か
ら
整
然
へ
か
け
て
の
舞
壷
に
波
瀾
を
捲
き
処
し
た
の
は

事
實
で
あ
る
，
著
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
三
村
之
九
州
滞

陣
の
跡
二
阿
波
へ
密
造
無
レ
紛
レ
ハ
、
其
科
斗
遁
事
也
」
ご

説
明
し
て
居
る
。
阿
波
ご
は
三
好
の
事
で
、
御
意
書
に
、

「
元
親
ノ
一
類
ハ
連
連
阿
州
ト
申
蓮
ル
筋
目
濡
歌
ヨ
ヅ
グ
、

此
蔀
彌
阿
州
ヲ
後
二
當
候
」
ざ
見
え
、
毛
利
家
日
記
に
も

「
三
村
ハ
三
好
ヲ
頼
ミ
、
筆
下
邊
モ
敵
ヲ
爺
婆
内
存
ト
聞

ユ
し
ε
あ
る
に
相
常
す
る
が
、
そ
れ
に
は
三
村
の
方
に
も

，
多
少
の
同
情
す
べ
き
瓢
が
矧
い
で
も
な
か
っ
た
。
永
隷
十
．

二
年
毛
利
の
九
州
出
兵
の
虚
に
乗
じ
て
直
家
が
備
中
に
討
；

　
　
　
　
　
　
　
策
副
署
　
　
　
五
三
・
（
一
七
七
）



　
　
　
第
五
巷
　
　
跡
　
究
　
　
、
或
る
職
國
武
士
の
噛
叙
傳

ち
入
つ
旋
か
ら
毛
利
方
の
諸
士
は
し
き
り
に
急
を
告
げ
π

け
れ
ざ
も
、
も
ご
よ
り
援
助
の
除
雪
が
毛
利
に
な
か
つ
π

の
で
、
彼
等
は
心
な
ら
ず
も
直
家
に
屈
服
を
除
儀
な
く
さ

れ
た
Q
三
村
が
三
好
に
通
じ
π
の
も
是
時
で
、
彼
れ
も
遽

に
画
家
に
從
ふ
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
つ
π
の
で
あ
る
。

而
か
も
彼
れ
ビ
直
家
ビ
の
關
係
を
知
る
も
の
は
其
人
…
倍

の
苦
痛
を
怨
ん
だ
こ
ビ
に
思
ひ
盗
る
で
あ
ら
う
。
彼
れ
の

父
家
親
、
勢
子
心
肺
は
永
蔽
九
年
に
宇
喜
多
に
殺
さ
れ
た

か
ら
、
彼
れ
は
毛
利
に
瓢
っ
て
其
積
る
怨
を
報
い
ん
ビ
し

た
の
で
あ
る
。
然
る
に
武
蓮
拙
く
て
返
り
討
に
合
つ
π
上

に
、
宇
喜
多
も
落
毛
利
定
一
緒
に
な
っ
た
の
を
見
て
は
彼

れ
が
極
度
の
学
賞
も
無
理
は
あ
る
ま
い
。
是
時
信
長
ご
衝

突
し
て
紀
伊
に
遁
れ
π
特
軍
足
利
義
昭
は
頻
に
毛
利
に
秋

波
を
邊
っ
て
居
た
か
、
毛
利
は
信
長
に
氣
蕪
し
て
引
受
も

せ
ね
ば
、
信
長
も
亦
毛
利
に
揮
っ
て
山
中
鹿
二
等
の
世
話

を
も
せ
鎗
○
ご
は
表
面
だ
け
で
、
浦
上
に
朱
印
を
與
へ
た
、

外
漉
介
に
も
因
幡
で
旗
揚
げ
を
さ
せ
る
な
ご
、
半
裸
の
活

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
四
　
（
｝
七
八
）

動
は
を
さ
一
抜
目
が
な
か
っ
た
。
信
長
の
誘
惑
の
年
は

璽
不
運
を
卿
ち
顔
な
三
村
の
上
に
も
加
へ
ら
れ
、
三
村
を
し

て
宇
喜
多
に
も
毛
利
に
も
反
旗
を
揚
げ
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
天
正
二
年
十
一
月
血
合
は
直
家
の
情
報
を
得
て
隆
景

ビ
共
に
備
中
に
打
入
り
猿
懸
城
を
抜
き
尋
で
國
吉
城
を
昭
…

れ
、
翌
年
正
月
隆
景
は
成
朋
に
陣
取
つ
た
が
、
城
主
三
村

親
成
は
元
畜
に
與
み
せ
す
し
て
毛
利
方
ビ
な
っ
た
。
著
者

は
鼠
銑
陣
中
の
落
首
二
首
を
暴
げ
て
居
る
。
其
一
首
は

　
　
一
ッ
ニ
ッ
三
村
ノ
家
ノ
修
理
ハ
セ
テ
身
ノ
尾
張
ニ
モ

　
　
成
ニ
ケ
ル
哉

ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。
修
理
は
二
親
が
も
ご
の
名
の
修
理
進
、

で
、
尾
張
は
此
頃
尾
張
守
に
改
め
た
の
を
詠
み
こ
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
今
一
首
は

　
　
取
懸
ハ
臆
テ
和
李
二
成
週
案
手
ニ
モ
タ
マ
ラ
ヌ
敵
ノ

　
　
膿
哉

ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。
手
ビ
は
手
の
城
即
ち
國
吉
城
の
事
で

城
が
備
中
國
手
の
庄
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
信
長



の
毛
利
に
封
ず
る
敵
意
の
包
み
お
ほ
せ
な
く
な
っ
た
の
を

見
て
よ
き
潮
時
ご
義
昭
が
海
を
渡
っ
て
備
…
後
の
鞘
に
上
陸

し
毛
利
を
だ
よ
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
が
、
天
正
三
年
の
二

月
で
あ
っ
た
q

　
著
者
は
二
十
一
歳
半
條
に
毛
利
が
久
し
く
世
話
を
し
て

居
た
讃
岐
の
香
川
を
同
．
國
の
宇
多
津
へ
上
陸
さ
せ
、
程
な

く
長
尾
朋
床
の
平
城
を
攻
落
し
て
本
領
を
安
堵
さ
せ
天
平

ご
い
ふ
城
に
落
ち
つ
か
せ
て
下
津
し
た
こ
書
い
て
居
る
。

香
川
ご
は
元
吉
城
主
香
川
義
暴
で
あ
る
Q
天
正
五
年
に
土

佐
の
長
曾
我
部
元
親
に
攻
め
ら
れ
援
を
乞
う
た
の
で
，
隆

景
が
弟
穗
田
元
清
を
後
詰
の
大
矯
こ
し
て
讃
岐
に
渡
ら
せ

長
曾
我
部
ご
戦
っ
て
追
落
し
て
や
っ
た
こ
ご
が
あ
る
）
こ

れ
著
煮
が
二
十
六
歳
の
秋
め
出
來
事
で
あ
っ
た
。

　
天
正
五
年
の
多
、
秀
吉
は
信
長
よ
り
中
國
征
伐
の
先
陣

を
承
っ
て
播
磨
に
打
入
軌
、
先
づ
東
播
地
方
を
手
に
入
れ

て
か
ら
、
備
前
境
に
程
近
き
上
月
城
を
攻
め
落
し
、
故
國

鳳
復
に
熱
中
し
つ
、
あ
っ
た
山
中
鹿
介
に
守
ら
せ
て
毛
利

　
　
　
第
五
巻
　
研
究
．
　
或
る
二
戸
武
士
の
肉
叙
傳
，

征
伐
の
足
溜
り
こ
し
だ
。
斯
く
ご
見
て
危
機
に
瀕
し
た
直

家
か
ら
の
簡
の
催
促
．
に
毛
利
は
大
曝
し
て
上
月
城
を
園
み

輝
元
も
松
山
城
へ
田
醜
し
た
。
著
者
は
早
手
に
凝
し
て
居

る
。
是
時
秀
吉
は
上
月
の
後
詰
ご
し
て
書
寓
出
を
田
で
、

城
の
東
高
倉
山
に
陣
取
つ
だ
、
荒
木
村
重
も
信
長
の
命
を

承
　
け
て
馳
せ
加
つ
た
も
の
、
、
高
が
雲
伯
∵
因
作
の
諸
浪

人
共
を
備
爆
睡
作
防
長
豊
筑
十
箇
國
の
大
軍
を
…
以
て
十
重

二
十
重
に
取
暴
い
て
居
る
上
に
、
新
見
河
の
流
れ
を
隔
て

て
一
兵
た
り
こ
も
城
内
に
入
る
こ
ご
患
ひ
も
寄
ら
組
。
著

者
は
是
時
味
方
か
ら
朋
柴
ご
荒
木
ご
の
陣
へ
各
二
首
の
狂

歌
を
贈
っ
た
こ
ご
を
書
い
て
居
る
。
朋
柴
の
方
は

　
　
憂
山
田
立
テ
ル
朋
・
柴
ノ
陣
ナ
レ
バ
秋
風
吹
ハ
散
失
．
ニ

　
　
ケ
ソ

荒
木
め
方
は

　
　
仁
木
弓
播
磨
ノ
方
二
打
寄
セ
テ
引
　
モ
引
レ
ス
イ
ル
モ

　
　
イ
、
ラ
レ
ス

言
ふ
ま
で
も
な
く
陣
中
の
溝
蘭
事
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
五
五
（
一
七
、
九
〉



　
　
　
第
五
、
巻
　
　
研
　
究
　
　
或
ろ
戦
國
武
士
の
μ
叙
傳

つ
い
で
著
者
の
言
草
が
面
臼
い
α

　
　
朋
筑
ハ
成
」
上
ジ
者
ナ
レ
ハ
歌
ナ
ト
ヨ
ム
事
ハ
知
サ
ソ

　
　
ケ
ソ
、
返
歌
モ
無
テ
臆
テ
敗
軍
シ
タ
ン
ケ
ソ
、

，
秀
吉
を
成
上
り
も
の
こ
し
て
輕
蔑
し
た
ビ
こ
ろ
に
、
下
剋

・
上
の
世
の
中
に
も
爾
ほ
浴
え
難
い
四
襲
の
カ
を
認
め
得
る

ご
共
に
、
著
者
の
和
歌
の
稽
古
み
亦
武
士
の
誇
た
る
修
養

の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
ご
に
思
ひ
睡
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
秀

訟
口
後
年
の
和
歌
修
養
も
其
成
上
り
を
掩
ふ
用
意
ざ
見
れ
ば

見
ら
れ
る
。
（
秀
吉
は
此
頃
も
狂
歌
は
詠
ん
だ
事
下
の
高

松
攻
の
條
に
説
く
）

．
斯
く
て
信
長
自
身
も
出
馬
し
て
飽
迄
輸
臓
を
票
ふ
意
氣

込
で
あ
っ
た
が
、
⊥
臆
意
の
中
頃
進
退
爾
難
に
照
っ
て
秀
吉

が
自
身
上
洛
し
て
信
長
に
謁
し
、
親
し
く
軍
歌
を
報
告
し

て
其
指
擁
を
仰
ぐ
に
及
ん
で
愈
上
月
城
放
棄
に
決
し
た
。

七
刀
の
初
秀
吉
等
が
高
倉
山
を
引
上
げ
る
ご
共
に
萬
事
体

し
て
閲
も
な
く
開
城
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
Q
著
者
は
城
將

山
中
鹿
西
の
最
後
を
記
し
て
「
鹿
柵
ハ
命
ヲ
漏
り
、
中
國
べ

　
　
　
　
　
　
　
餓
卍
　
二
　
腕
　
　
　
　
五
あ
ハ
　
（
一
八
○
）

下
ヶ
〃
ヲ
備
中
ノ
松
山
御
本
陣
ニ
テ
腹
ヲ
ソ
切
セ
ラ
レ
ヶ

ル
」
こ
い
っ
て
居
る
け
れ
ご
も
、
實
は
鹿
介
を
松
山
の
輝

元
の
本
陣
へ
護
射
す
る
途
中
阿
部
川
の
渡
場
で
、
毛
利
方

の
謹
衛
兵
か
ら
不
意
討
を
喰
ひ
、
驚
い
て
川
の
中
へ
飛
び

込
ん
で
凶
漁
へ
泳
ぎ
附
か
う
こ
し
た
の
を
、
川
の
申
で
敵

ご
揉
み
合
っ
た
末
、
首
を
斬
む
れ
た
の
で
あ
る
。

　
上
月
の
陥
落
は
一
時
織
田
軍
の
銑
鋒
を
挫
く
こ
ご
が
田

來
た
や
う
な
も
の
、
、
毛
利
に
取
っ
て
は
無
二
の
蜜
豆
た

る
ご
共
に
織
田
軍
侵
入
の
防
火
壁
で
も
あ
っ
た
宇
喜
多
が

又
し
て
も
毛
利
を
棄
て
、
織
田
方
に
な
っ
た
こ
ざ
は
折
角

の
光
輝
あ
る
成
功
を
か
た
な
し
に
し
て
仕
舞
つ
た
。
初
め

毛
利
の
援
兵
を
請
う
た
彼
れ
は
其
勝
利
の
織
田
軍
に
癒
す

る
こ
ざ
を
信
じ
て
虚
病
を
構
へ
、
毛
利
軍
に
は
串
良
の
爲

め
家
臣
を
出
し
て
置
き
な
が
ら
、
播
磨
飾
磨
津
の
信
忠
の

陣
へ
八
を
遣
っ
て
内
通
し
た
ご
傳
へ
ら
れ
る
。
斯
く
ご
知

っ
た
雨
川
は
急
い
で
王
事
か
ら
引
き
上
げ
る
、
弱
身
に
附

込
む
各
地
の
反
毛
寺
側
の
諸
士
が
色
め
く
ご
い
ふ
始
末
で



毛
利
の
敗
兆
漸
く
濃
厚
ご
な
り
禺
し
た
。
著
者
は
二
＋
三

歳
の
條
に
h
例
ノ
宇
喜
多
め
、
赤
貧
二
成
、
・
備
中
作
州
伯

老
日
騒
動
シ
ケ
ル
」
窪
い
つ
て
居
る
Q
其
「
例
ノ
、
宇
喜
多
め
し

の
」
語
に
毛
利
主
從
の
遺
恨
骨
髄
に
徹
し
セ
こ
ご
が
窺
は

れ
て
笑
止
で
あ
る
っ
著
者
は
是
時
美
作
に
從
苦
し
て
敵
を

打
取
っ
た
功
名
手
柄
を
書
い
て
居
る
が
、
そ
れ
は
毛
利
甥

秀
吉
賎
家
，
の
聯
合
軍
の
戦
を
い
っ
た
も
の
で
天
正
八
年
の

事
芝
思
は
れ
る
。

　
二
十
四
歳
の
條
は
著
看
が
六
月
（
天
正
九
年
）
に
立
っ
て

」
伊
勢
墾
宮
を
し
た
往
復
の
記
事
で
自
身
戦
孚
に
關
係
は
し

な
か
っ
た
が
、
途
中
秀
吉
の
居
城
姫
路
に
立
寄
っ
て
彼
れ

の
鳥
取
出
陣
を
目
撃
し
た
記
事
は
秀
吉
の
入
物
槻
ご
し
て

、
貴
重
な
る
，
一
つ
．
の
史
料
π
る
こ
ご
を
失
は
ぬ
。
　
、
、
，
・

　
　
播
磨
の
姫
路
二
六
月
十
入
日
二
著
タ
ソ
、
．
、
出
資
筑
前

　
　
殿
居
城
也
、
上
月
ノ
合
戦
二
塁
ク
曜
コ
ト
無
念
ニ
ャ

，
、
、
被
田
脚
グ
ル
、
但
馬
ヨ
サ
’
因
幡
ノ
亡
婦
取
へ
取
運
響
フ
レ
ヶ

　
　
ル
㍉
先
手
勢
八
人
イ
頭
、
エ
」
グ
や
一
萬
除
騎
ン
立
ヶ
ル

　
　
　
」
第
五
巻
　
研
，
・
究
　
或
る
職
醐
武
士
9
腐
叙
憾

　
　
秀
香
モ
見
物
有
ヶ
ツ
馬
幸
ト
恩
ヒ
、
．
一
旦
逗
留
メ
、

　
　
我
等
モ
見
物
シ
ケ
ル
、
鴨
其
蒔
》
始
テ
朋
欣
現
ヲ
能
見
タ
ソ

　
　
ケ
ソ
、
一
其
姿
轄
機
ヤ
カ
ニ
、
馬
、
ご
乗
「
ジ
、
赤
ヒ
グ
ニ
猿

　
　
、
貸
舟
衆
塞
ウ
ソ
吹
テ
ソ
出
ラ
レ
ケ
ル
、
三
日
跡
ヲ

　
　
打
立
レ
ケ
ζ

こ
れ
信
長
記
に
、
コ
ハ
月
二
十
五
B
朋
柴
筑
前
守
中
國
へ
、
出

馬
打
立
人
数
二
萬
除
騎
売
備
前
美
作
打
越
∵
但
馬
口
よ
う

因
幡
國
中
へ
観
入
」
ご
あ
る
に
相
回
す
る
。
去
年
の
上
月

の
敗
軍
を
無
念
に
思
っ
た
か
ご
は
著
者
逗
留
の
思
附
き
で

あ
る
が
貸
秀
吉
の
風
釆
を
熟
思
し
て
の
彼
れ
の
第
「
印
象

を
庶
寓
目
も
た
あ
た
り
は
讃
ん
で
言
ひ
知
れ
ぬ
戚
興
を
そ
～

ら
れ
る
。
秀
吉
の
猿
の
幼
名
（
私
は
寧
ろ
ニ
ツ
ク
子
ー
ム

だ
ご
思
ふ
が
）
が
串
年
の
生
れ
か
ら
來
て
居
っ
て
、
容
貌

の
類
似
で
な
い
ご
の
説
も
、
・
其
生
れ
年
に
つ
い
て
は
彼
れ

、
が
天
文
六
年
酉
年
の
生
れ
で
あ
る
ビ
の
秀
吉
事
記
の
記
事

に
裏
切
ら
れ
る
ρ
叉
其
容
貌
に
つ
い
て
は
伊
達
家
に
縛
べ

る
も
の
を
始
め
こ
し
て
彼
れ
の
最
も
古
く
確
か
な
数
種
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
七
　
（
一
，
八
一
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
謬
る
戦
國
武
士
の
自
叙
傳

需
像
を
見
て
も
格
別
猿
ら
し
く
見
え
ぬ
ビ
の
辮
護
説
も
あ

れ
ば
叉
見
え
る
ざ
い
ふ
人
も
あ
る
Q
断
っ
て
置
く
が
、
そ

れ
ら
の
書
像
は
何
れ
も
彼
れ
の
夕
虹
を
極
め
た
晩
年
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
さ
な
き
だ
に
有
勝
な
書
淫
の
修
飾
は
實

物
こ
の
間
に
多
少
の
忍
受
を
要
す
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
忌
門
に
於
て
は
著
者
の
遠
見
心
確
か
な
も
の

は
な
い
筈
で
あ
る
。
「
其
姿
輕
ヤ
カ
ニ
馬
二
乗
り
」
ご
あ
る

は
秀
吉
の
小
男
で
あ
っ
だ
こ
ビ
を
思
ひ
浮
が
．
さ
せ
る
。
服

装
の
寛
潤
な
の
に
似
氣
な
く
顔
や
手
足
の
著
し
く
小
さ
い

書
像
に
も
彼
れ
の
小
男
は
掩
は
れ
ぬ
。
其
小
さ
く
て
色
飽

迄
黒
《
顛
骨
秀
で
下
細
り
の
顔
が
「
赤
ヒ
グ
ニ
猿
眼
し
で
あ

っ
て
見
、
れ
ば
「
猿
カ
ト
見
レ
バ
人
、
人
ヵ
ト
見
レ
バ
猿
」

（
太
閤
素
生
記
の
松
下
取
綱
の
藷
）
ご
ま
で
は
行
か
す
ご
も

　
　
シ
コ
ナ

猿
の
醜
名
を
信
長
か
ら
頂
戴
す
る
だ
け
の
資
格
は
充
分
に

あ
ら
う
。
彼
れ
の
書
像
の
髭
は
長
く
垂
れ
て
居
る
け
れ
ざ

も
、
そ
は
威
儀
を
ご
・
の
へ
る
重
め
の
附
髭
に
過
ぎ
ぬ
Q

見
諾
え
も
せ
訟
赤
髭
に
は
選
れ
な
が
ら
愛
想
を
盤
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
八
（
一
八
二
）

も
の
こ
見
え
る
。
其
見
窄
ら
し
い
小
男
が
、
わ
ざ
こ
ら
し

く
塞
囎
い
て
馬
．
を
打
た
せ
だ
ご
こ
ろ
、
成
程
こ
れ
が
後
年

天
下
取
り
の
關
臼
こ
も
な
る
べ
き
人
ご
は
思
は
れ
な
か
っ

た
に
相
翫
運
な
い
。
著
者
が
「
…
其
臼
木
「
ヲ
堂
7
通
雨
建
玉
自
二

御
成
有
ヶ
ル
ハ
、
更
二
人
間
ニ
チ
ハ
有
マ
ジ
ト
ゾ
寸
感
タ

ソ
」
こ
い
つ
て
居
る
の
は
尤
で
あ
る
、
が
言
ふ
ま
で
も
な

く
こ
は
後
日
の
戚
想
で
あ
っ
て
、
前
文
こ
の
間
に
黄
白
を

置
い
て
見
ね
ば
な
ら
澱
。
爾
ほ
秀
吉
に
つ
い
て
は
二
十
七

歳
の
條
に
も

　
　
朋
筑
ハ
天
下
二
上
ソ
（
天
正
十
年
毛
利
ご
和
し
た
る

　
　
後
上
洛
す
る
を
い
ふ
）
明
知
果
冗
語
外
逆
意
ノ
者
共

　
　
責
伏
シ
天
下
ヲ
治
メ
、
日
本
ヲ
掌
ノ
内
ニ
シ
ク
大
明

　
　
高
麗
迄
傾
ヶ
給
フ
コ
ト
、
更
二
人
豊
明
テ
有
マ
ジ
ト

　
　
ゾ
人
々
藤
島
タ
リ
、

こ
い
っ
て
下
締
人
格
を
認
め
、
叉
六
十
三
歳
の
條
に
も

　
　
木
下
藤
吉
郎
ト
云
テ
、
不
思
議
ノ
賢
距
出
恩
給
ヒ
、

　
　
後
信
藤
吉
兵
衛
二
成
、
筑
前
守
二
受
領
シ
、
日
本
國
大



　
　
明
朝
鰭
凹
國
迄
打
価
の
ケ
、
關
讐
目
太
閤
二
御
成
有
漏
ル
ハ

　
　
奇
妙
ナ
ル
事
共
也
、

ε
い
っ
て
居
る
。
彼
秀
吉
が
狂
歌
の
返
し
を
せ
な
か
つ
淀

こ
ど
を
笑
っ
て
「
朋
筑
外
陣
上
ソ
者
ナ
レ
バ
歌
ナ
ー
3
ヨ
ム

事
ハ
知
ザ
ソ
ケ
リ
」
ビ
こ
き
お
ろ
し
た
著
者
の
驚
異
を
思

ひ
浮
べ
て
一
段
の
興
昧
を
畳
え
る
。

　
二
十
五
歳
の
條
に
著
者
は
鳥
取
城
の
事
を
書
い
て
「
天

ヨ
ソ
釣
タ
ル
如
ナ
ル
山
城
ナ
レ
バ
、
責
落
ス
事
モ
不
相
成
し

ε
い
っ
て
居
る
の
は
信
長
記
の
「
四
方
離
れ
て
噂
し
き
山

城
期
し
ご
同
意
で
あ
る
。
こ
、
で
は
上
月
ε
反
樹
に
毛
利

の
後
援
も
何
の
盆
に
た
、
す
淋
滅
多
に
人
に
許
さ
ぬ
信
長

さ
へ
「
武
勇
之
名
轡
前
代
未
聞
」
ご
舞
め
ち
ぎ
っ
た
如
く
、

秀
吉
は
物
の
美
事
，
に
上
月
の
怨
を
報
い
た
。
落
城
後
の
事

を
本
田
日
に
「
因
襲
ハ
此
」
万
ヨ
リ
支
タ
リ
ケ
レ
バ
、
朋
｛
筑
ハ
敗

軍
セ
ヌ
ヲ
勝
田
ノ
播
磨
ヘ
ゾ
被
引
タ
ヲ
ヶ
ル
」
ざ
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
エ
　
イ
シ

居
る
の
は
秀
吉
が
鳥
取
開
城
後
、
伯
誉
の
味
方
の
病
衣
石
2

岩
倉
の
爾
城
が
吉
川
に
攻
め
ら
て
居
る
の
を
救
は
ん
こ
て

　
　
　
第
玉
門
　
　
研
究
　
　
或
ろ
職
國
武
士
の
自
叙
簿
、

自
身
朋
黒
石
近
く
出
馬
し
、
援
兵
を
塾
し
兵
糎
弾
藥
を
入

　
れ
て
姫
路
に
引
き
上
げ
た
こ
ご
を
指
し
た
も
の
で
、
秀
士
口

は
冬
の
戦
を
不
利
ご
し
て
來
春
を
待
つ
戦
略
で
あ
っ
た
け

れ
ざ
も
、
毛
利
方
に
は
著
者
の
如
く
親
結
し
た
も
の
も
あ

ら
う
。
尤
程
な
く
元
春
も
同
標
引
き
回
し
て
居
る
こ
ご
を

も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
二
十
六
歳
の
條
に
は
、
著
者
が
輝
元
の
鳥
取
城
後
詰
こ

し
て
出
雲
の
富
田
城
に
出
馬
し
た
の
に
從
っ
て
三
歳
ま
で

同
地
に
滞
在
し
春
の
頃
蹄
陣
し
た
こ
ご
を
載
せ
、
二
十
七
．

歳
の
條
に
は
宇
喜
多
直
家
の
子
秀
家
が
秀
吉
の
縁
者
こ
な

　
つ
た
駕
め
に
上
方
勢
を
引
き
入
れ
た
こ
こ
か
ら
毛
利
方
も

兵
を
出
し
て
備
前
兇
島
の
三
図
城
を
攻
め
更
に
備
中
へ
引
，

返
し
て
上
方
勢
に
備
へ
た
こ
ビ
を
載
せ
て
居
る
。
秀
吉
が

秀
勝
を
奉
じ
て
児
島
の
城
を
攻
め
た
の
は
天
正
十
年
の
三
・

月
で
、
四
月
に
は
岡
山
に
着
し
、
宇
喜
多
勢
諸
共
、
備
中

に
打
っ
て
入
り
、
五
月
七
口
に
高
松
城
を
園
ん
だ
。
粛
粛
・

「
更
上
一
つ
の
謎
と
し
て
異
彩
を
放
つ
ビ
こ
ろ
の
高
松
城
の

攻
応
戦
は
こ
れ
よ
り
始
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
五
九
　
（
一
入
三
）


